
令和６ 年 11 月 1 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 キッズすてっぷさせぼ 支援プログラム（児童発達支援） 作成日

法人（事業所）理念 ・子ども・保護者様、支援者の笑顔を大切にした優しい会社を目指します。

支援方針
・ひとりひとりの子どもの発達段階や特性に合わせて、個別に支援計画を作成し、目標に向かって支援を行います。
・また、遊びを通して様々な経験を重ねることで多様性を身につけ、お子さまの「できる！」「できた！」を支援します。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・基本的生活習慣の習得のサポートを行います。
・手洗い、手指消毒の習慣化を促します。
・食育を取り入れた活動を行います。(スペシャルおやつデイ、芋さしから芋の収穫、ランチ会、クッキング、外食など)
・健康状態など、保護者様と確認を行います。

・粗大運動‥遊具遊び、公園や体育館での活動　(グループ活動、ダンスレッスン、サーキット、ウォーキング、パーソナルトレーニングなど)
・微細運動‥手先を使った活動　　(チャレンジタイム、制作、グループ活動など)
・運動面からのアプローチ‥理学療法士、保育士や児童指導員による専門的支援。(パーソナルトレーニング)

・簡単なことばの指示を聞いて、大人と一緒に行動し、指示理解に繋がるようにサポートします。
・視覚、聴覚、味覚、触覚、嗅覚などの5感を使い、必要な情報を収集して、認知機能の発達を促す支援を取り入れます。

・ことば理解‥物の名称とことばの一致、行動とことばの一致を確実にしていきながら、ことば理解に繋げていきたい。
・ことばの表現‥要求表現や気持ちの表現など、状況に合ったことばのモデルを示しながら、表出できるサポートを行います。
・コミュニケーション‥遊びの中で友達との関わり方、やりとりの仕方など自然と学べる機会を促します。
　　　　　　　　　　　「一緒に遊びたいな」という気持ちに繋げていきながら、友達との交流を楽しめるように、サポートします。
　　　　　　　　　　　好きな遊びや、やってみたい遊びを安心して遊べるように配慮します。そこから、少しづつ気持ちや物を共有しながら遊びが楽しめるように、サ
　　　　　　　　　　　ポートします。

・ルールに沿いながら、友達や大人と一緒に楽しめる経験ができるようにします。
・好きな遊びや、やってみたい遊びを安心して遊べる時間を作ります。
・気持ちをコントロールする事や、気持ちを立て直す経験を積みながら、集団適応に繋がるように、サポートします。

主な行事等

・夏祭り・クリスマス会・スペシャルおやつデイ、他事業所との交流会、ランチ会、ハロウィン、芋さし、芋ほり、書き初め、初詣、進級お祝い会、ダンスレッスン
・その他(外出行事)

家族支援

・保護者様からのニーズをお聞きしながら、相談援助を行います。
・良好な親子関係、ご家族様が安心して過ごせるような方法を一緒に考
えていきたい。

移行支援

・まずは、保育園や幼稚園の先生方と一緒に、情報共有をしっかり
と行い、移行先への繋げる支援の第一歩を進んでいきたい。

地域支援・地域連携

・身近にある児童館を活用しながら、夏祭りやマルシェ、そして地域で
行われるイベントに参加をしながら、交流の第一歩を進んでいきたい。
・地域にあるお店や公共交通機関を利用しながら、地域の中で暮らして
いく為に必要な事を学べるようにしていきます。

職員の質の向上

・福祉制度や、幼児期の発達に関する研修などを受けていきなが
ら、支援の質の向上に繋げていきたい。
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法人（事業所）理念 ・子ども、保護者様、支援者の笑顔を大切にした優しい会社を目指します。

事業所名 キッズすてっぷさせぼ 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）

・学習面‥文字、数字、形、ことば理解に繋がるような活動を取り入れる。(グループ活動、プログラミング、チャレンジタイムなど)
・行動面‥状況理解や、ことばと行動を一致していきながら、集団適応へ繋がる支援を促します。(グループ活動、外出行事など)
・状況理解‥SSTを取り入れて、行動を事前に考えていく機会を作ります。また、外出行事を取り入れながら、マナーや状況に応じて行動できる経験に繋げていきます。
(道徳、グループ活動、外出行事など)

・相手の話を聞く姿勢作りをサポートします。聞く、伝えるなど相手とコミュニケーションが楽しめる土台作りをしていきます。
・自分の思いが相手に伝わる経験や、相手の思いを受け入れる経験を積み重ねていく中で、良好な交流関係を形成するサポートをしていきます。

・相手と気持ちを共有したり、一緒に過ごしたいと思える、仲間作りのサポートをしていきます。
・気持ちのコントロールや気持ちの折り合いをつける力の育ちをサポートしていきます。
・集団適応力の向上をサポートをしていきます。

支援方針
・ひとりひとりの子どもの発達段階や特性に合わせて、個別に支援計画を作成し、目標に向かって支援を行います。
・また、遊びを通して様々な経験を重ねることで多様性を身につけ、お子さまの「できる！」「できた！」を支援します。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
・夏祭り・クリスマス会・スペシャルおやつデイ、他事業所との交流会、ランチ会、ハロウィン、芋さし、芋ほり、書き初め、初詣、進級お祝い会、ダンスレッスン
・その他(外出行事)

（別添資料１）

家族支援

・保護者様からのニーズをお聞きしながら、相談援助を行います。
・良好な親子関係、ご家族様が安心して過ごせるような方法を一緒に考
えていきたい。

移行支援

・まずは、学校訪問を通して、情報共有をしっかりと行い、移行先
へ繋げる支援の第一歩を進んでいきたい。

地域支援・地域連携

・身近にある児童館を活用しながら、夏祭りやマルシェ、そして地域で
行われるイベントに参加をしながら、交流の第一歩を進んでいきたい。
・地域にあるお店や公共交通機関を利用しながら、地域の中で暮らして
いく為に必要な事を学べるようにしていきます。

職員の質の向上

・福祉制度や、児童期の発達に関する研修を受けていきながら、支
援の質の向上に繋げていきたい。

支　援　内　容

・年齢に応じて、基本的生活習慣の習得のサポートを行います。
・食育を取り入れた活動を行います。(スペシャルおやつデイ、芋苗植えからの芋の収穫体験、ランチ会、クッキング、外食など)
・手洗い、手指消毒の習慣化を促します。
・健康状態など、保護者様と確認を行っていきたい。

・粗大運動‥遊具遊び、公園や体育館での活動　(グループ活動、ダンスレッスン、サーキット、ウォーキング、パーソナルトレーニングなど)
・微細運動‥手先を使った活動　　(チャレンジタイム、制作、グループ活動など)
・運動面からのアプローチ‥理学療法士、保育士や児童指導員による専門的支援。(パーソナルトレーニング)

本
人
支
援


